
ごあいさつ

三
村
　
明
夫
Ｃ
Ｖ
Ｇ
東
京
実
行
委
員
会
委
員
長

独
創
性
に
あ
ふ
れ
る
若
者
を
応
援

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
政
策
効

果
に
よ
り
日
本
を
覆
っ
た
重

苦
し
い
空
気
は
一
変
し
、
日

本
経
済
は
全
体
と
し
て
回
復

基
調
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の

東
京
開
催
も

決
ま
り
、
次

代
を
担
う
若

者
に
希
望
を

も
た
ら
す
と
と
も
に
、
日
本

人
が
自
信
を
取
り
戻
し
、
成

長
に
向
け
挑
戦
す
る
意
欲
を

持
て
る
絶
好
の
契
機
を
得
ま

し
た
。
こ
の
機
会
を
捉
え
、

デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
果
た

し
、
日
本
経
済
を
成
長
軌
道

に
乗
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

成
長
戦
略
の
確
実
な
実
行
が

不
可
欠
で
す
。
そ
の
最
も
重

要
な
手
段
の
一
つ
が
「
創
業

・
起
業
の
促
進
」
で
あ
り
、

雇
用
創
出
や
新
た
な
産
業
の

創
出
の
観
点
か
ら
経
済
再
生

の
重
要
な
カ
ギ
を
握
っ
て
い

る
と
言
え
ま
す
。
政
府
の

「
日
本
再
興
戦
略
」
で
は
開

業
率

％
の
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
が
、
開
業
率
向
上
の

た
め
に
は
、
国
に
任
せ
る
の

み
な
ら
ず
、
民
間
と
し
て
も

積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー

グ
ラ
ン
プ
リ

Ｃ
Ｖ
Ｇ

は
、
未
来
の
起
業
家
を
育
て

る
場
、
起
業
す
る
社
会
的
風

土
を
醸
成
す
る
場
と
し
て
開

催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
新
事

業
の
提
案
コ
ン
テ
ス
ト
を
通

じ
て
、
次
代
を
担
う
人
づ
く

り
と
起
業
家
精
神
の
醸
成
を

目
指
し
て
お
り
、
新
産
業
の

育
成
、
雇
用
の
場
の
拡
大
と

い
う
面
か
ら
も
、
非
常
に
重

要
な
役
割
を
担
う
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
前
回
を
上
回
る
１

９
８
件
の
応
募

が
あ
り
、
独
創

的
な
ア
イ
デ
ア

を
持
つ
プ
ラ
ン

な
ど
、
数
多
く
の
優
れ
た
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
で

回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
累
計

で
１
３
８
２
件
も
の
プ
ラ
ン

の
応
募
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
過
去
の
受
賞
者
の
中
に

は
実
際
に
起
業
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　
経
済
成
長
の
主
役
は
民
間

で
あ
り
、
個
々
の
企
業
の
創

意
工
夫
に
よ
る
絶
え
ざ
る
進

化
が
必
要
で
す
。
実
行
委
員

会
で
は
、
今
後
も
気
概
と
独

創
性
に
あ
ふ
れ
る
若
者
を
応

援
し
、
ま
た
、
受
賞
後
起
業

し
た
方
々
の
ビ
ジ
ネ
ス
も
支

援
す
る
な
ど
、
次
代
を
担
う

人
づ
く
り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
創

出
に
一
層
努
力
し
て
参
り
ま

す
。

育
児
に
安
心
と
安
全
を
届
け
る
～
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
　
Ａ
ｎ
ｋ
ｌ
ｅ
ｔ
～

乳
児
の
状
態
を
常
に
把
握

富岡　大地法政大学
　
日
本
の
乳
児
死
亡
率
は
か
な
り

改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、

不
慮
の
事
故
に
よ
る
乳
児
死
亡
率

は
依
然
と
し
て
高
い
状
況
に
あ

る
。

　
乳
児
は
言
葉
を
発
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
乳
児
の
身
に
起

こ
る
不
慮
の
事
故
を
防
い
で
安
全

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
一

方
、
親
は
乳
児
に
付
き
っ
き
り
の

緊
張
状
態
が
続
く
こ
と
か
ら
、
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
る
。
そ
の
た
め
慢

性
的
な
緊
張
状
態
を
緩

和
し
、
ス
ト
レ
ス
を
低

減
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。

　
そ
こ
で
乳
児
の
足
首

に
取
り
付
け
た
ウ
エ
ア

ラ
ブ
ル
機
器

ア
ン
ク

レ
ッ
ト

と
親
用
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
で
、
離
れ
て

い
て
も
乳
児
と
親
を
つ

な
ぎ
、
相
互
に
安
心
と

安
全
を
届
け
る
製
品
を
考
え
た
。

　
圧
力
の
変
化
で
心
拍
数
を
測
定

で
き
る
高
性
能
指
向
性
マ
イ
ク
ロ

ホ
ン
の
技
術
を
ア
ン
ク
レ
ッ
ト
に

採
用
。
乳
児
が
寝
て
い
る
の
か
起

き
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
異
常

が
な
い
か
を
判
断
す
る
。
乳
児
の

状
態
が
変
化
し
た
と
き
に
ア
ン
ク

レ
ッ
ト
か
ら
ブ
ル
ー
ト
ゥ
ー
ス
機

能
を
通
じ
て
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
へ
光

と
振
動
で
報
告
す
る
。

　
こ
の
製
品
で
親
は
目
を
離
し
て

い
て
も
乳
児
の
状
態
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
常
に
緊
張

し
て
い
る
必
要
が
な
く
な
る
。
そ

の
結
果
ス
ト
レ
ス
が
減
り
、
自
分

の
時
間
を
つ
く
れ
る
。
乳
児
も
身

の
異
常
を
伝
え
る
ツ
ー
ル
を
手
に

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て

急
務
で
あ
る
不
慮
の
事
故
を
減
ら

す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
ベ
ビ
ー
用
品
店
で
の
店
頭
販
売

や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
の
通

信
販
売
を
考
え
て
い
る
。

左
か
ら
武
弓
耕
太
さ

ん
、
富
岡
さ
ん
、
八
嶋

佐
紀
さ
ん

し
ゃ
べ
れ
な
い
乳
児
の
状
態
を
代
弁
、
親
も
安
心

　
こ
の
よ
う
な
栄
え
あ
る
賞

を
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に

思
い
ま
す
。
我
々
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
教
授
の
方
々
、

メ
ン
タ
ー

指
導
・
助
言

者

の
方
、
製
造
会
社
の

方
、
ゼ
ミ
生
の
皆
さ
ま
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
過
去
か
ら
現
在
ま
で
「
育

児
」
と
い
う
も
の
は
、
大
き

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
社
会
的
課
題
、
親
側

の
課
題
、
乳
児
側
の
課
題
の

三
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。
社

会
的
課
題
は
窒
息
が
主
な
原

因
で
あ
る
乳
児
突
然
死
症
候

群
を
は
じ
め
と
し
た
、
不
慮

の
事
故
が
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
親

側
の
課
題
は
育
児
の
疲
労
や

自
分
の
時
間
を
持
て
な
い
と

い
っ
た
不
満
か
ら
く
る
ス
ト

レ
ス
で
す
。
乳
児
側
の
課
題

は
言
葉
が
し
ゃ
べ
れ
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
乳
児
の
状
態
を
代
弁
し

て
く
れ
る
よ
う
な
何
か
が
必

要
で
す
。
し
か
し
、
現
在
こ

れ
ら
の
課
題
を
科
学
的
・
技

術
的
に
解
決
す
る
手
段
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
我
々
は
法
政
大
学

理
工
学
部
の
渡
邊
嘉
二
郎
教

授
の
協
力
を
得
て
、
「
Ｂ
ａ

ｂ
ｙ
　
Ａ
ｎ
ｋ
ｌ
ｅ
ｔ
」
を

考
案
し
ま
し
た
。
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ

　
Ａ
ｎ
ｋ
ｌ
ｅ
ｔ
は
乳
児
の

足
首
に
取
り
付
け
ら
れ
た
ウ

エ
ア
ラ
ブ
ル
機
器
で
、
脈
の

リ
ズ
ム
を
利
用
し
て
乳
児
が

起
き
て
い
る
か
、
寝
て
い
る

か
、
あ
る
い
は
脈
波
に
異
常

が
な
い
か
を
判
断
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
判
断
を

親
側
の
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
型
デ

バ
イ
ス
に
送
信
し
ま
す
。
す

る
と
、
異
常
が
起
き
た
時
に

親
は
す
ぐ
気
付
く
こ
と
が
で

き
て
、
不
慮
の
事
故
を
激
減

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

親
は
慢
性
的
で
過
度
な
緊
張

が
軽
減
さ
れ
て
、
ス
ト
レ
ス

や
不
安
が
減
り
自
分
の
時
間

を
持
て
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
乳
児
も
自
分
の
状
態
を

客
観
的
に
伝
え
て
く
れ
る
デ

バ
イ
ス
を
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
我
々
は
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
　
Ａ
ｎ

ｋ
ｌ
ｅ
ｔ
を
用
い
る
こ
と

で
、
不
慮
の
事
故
を
１
件
で

も
減
ら
し
て
一
人
で
も
多
く

の
乳
児
の
生
命
を
救
い
、
親

の
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
軽
減

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

第回キャンパスベンチャーグランプリ東京

大賞を受賞して

ＣＶＧ東京実行委員会（敬称略）
　委　員　長　三村　明夫（東京商工会議所会頭）
　副委員長　清成　忠男（日本ベンチャー学会特別顧問、法政大学学事顧問）
　実行委員　安藤　久佳（経済産業省関東経済産業局長）
　　　　　　大竹　美喜（国際科学振興財団会長、アフラック最高顧問）
　　　　　　中村　利雄（東京商工会議所専務理事）
　　　　　　東　和浩　（りそな銀行社長）
　　　　　　井水　治博（日刊工業新聞社社長）

【主催】ＣＶＧ東京実行委員会【共催】りそな銀行、日刊工業新聞社
【協賛】ＡＧＳ、オムロン、携帯スタディ王国、スローガン、東芝、トーマ
ツベンチャーサポート、プロジェクトニッポン、日本ＭＩＴエンタープラ
イズフォーラム、日本コンピュータ・ダイナミクス、ファンケル

大賞・ＶＥＣ賞テクノロジー部門
　
関
東
甲
信
越
地
域
の
学
生
に
よ
る
新
規
事
業
提
案
コ
ン
テ
ス
ト
「
第

回
キ

ャ
ン
パ
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ

Ｃ
Ｖ
Ｇ

東
京
」

略
称
Ｃ
Ｖ
Ｇ
東

京

は
、
２
０
１
３
年

月

日
に
東
京
・
霞
が
関
の
霞
山
会
館
で
最
終
審
査

会
を
開
き
、
大
賞
・
Ｖ
Ｅ
Ｃ
賞
に
法
政
大
学
の
富
岡
大
地
さ
ん
、
八
嶋
佐
紀
さ

ん
、
武
弓
耕
太
さ
ん
、
ヨ
ウ
・
フ
イ
ゾ
ン
さ
ん
の
「
育
児
に
安
心
と
安
全
を
届

け
る

Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
　
Ａ
ｎ
ｋ
ｌ
ｅ
ｔ

」
を
選
ん
だ
。
大
賞
・
Ｖ
Ｅ
Ｃ
賞
の
ほ

か
、
関
東
経
済
産
業
局
長
賞
、
り
そ
な
銀
行
賞
な
ど
５
賞

件
も
決
定
。
大
賞

に
は
表
彰
状
と
、
副
賞
と
し
て
１
０
０
万
円
、
ほ
か
の
受
賞
者
に
も
表
彰
状
と

副
賞
が
贈
ら
れ
た
。

大
賞
に
富
岡
さ
ん
ら

　
Ｃ
Ｖ
Ｇ
は
知
恵
と
創
造
性

を
生
か
し
た
学
生
の
優
れ
た

プ
ラ
ン
を
表
彰
し
、
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー

起
業
家

を

目
指
す
学
生
の
支
援
、
新
産

業
の
創
出
と
人
材
育
成
を
目

的
と
し
て
い
る
。
日
本
国
内

に
あ
る
大
学

大
学
院

、

高
等
専
門
学
校
、
短
期
大

学
、
専
門
学
校
に
在
籍
す
る

学
生
、
大
学
院
生
が
対
象
。

　
Ｃ
Ｖ
Ｇ
は
各
地
で
行
わ
れ

て
い
る
。
応
募
エ
リ
ア
は
代

表
者
が
在
籍
す
る
学
校
の
所

在
地
。
Ｃ
Ｖ
Ｇ
東
京
は
茨

城
、
栃
木
、
群
馬
、
埼
玉
、

千
葉
、
東
京
、
神
奈
川
、
新

潟
、
山
梨
、
長
野
、
静
岡
の

１
都

県
が
エ
リ
ア
と
な
っ

て
い
る
。

　
応
募
プ
ラ
ン
は
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
部
門
と
ビ
ジ
ネ
ス
部
門

が
あ
る
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部

門
は
技
術
的
な
要
素
を
背
景

に
、
独
創
的
な
技
術
に
基
づ

く
、
ま
た
は
既
存
の
技
術
を

も
と
に
し
た
新
製
品
開
発
、

サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
提
案
。
ビ
ジ
ネ
ス
部
門

は
ユ
ー
ザ
ー
視
点
の
サ
ー
ビ

ス
や
、
日
常
生
活
、
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
で
思
い
浮
か
ん

だ
事
業
ア
イ
デ
ア
の
提
案

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ

民
間
非
営
利
団
体

活

動
な
ど
も
含
ん
で
い
る
。

　
審
査
は
審
査
委
員
会

各

務
茂
夫
審
査
委
員
長

東
京

大
学
産
学
連
携
本
部
教
授

に
お
い
て
、
厳
正
か
つ
公
平

に
審
査
。
選
考
に
あ
た
っ
て

は
ア
イ
デ
ア
・
発
想
の
独
自

性
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
新

規
性
、
市
場
性
、
事
業
化
の

可
能
性
な
ど
を
審
査
ポ
イ
ン

ト
に
お
い
て
い
る
。

　
第

回
Ｃ
Ｖ
Ｇ
東
京
は
１

９
８
件
の
応
募
プ
ラ
ン
の
中

か
ら
勝
ち
上
が
っ
た

件
の

プ
ラ
ン
が
最
終
審
査
に
臨
ん

だ
。

　
主
催
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン

チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ

Ｃ
Ｖ

Ｇ

東
京
実
行
委
員
会
。
共

催
が
り
そ
な
銀
行
、
日
刊
工

業
新
聞
社
。
経
済
産
業
省
関

東
経
済
産
業
局
、
関
東
商
工

会
議
所
連
合
会
、
東
京
ニ
ュ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
、
東
京

産
業
人
ク
ラ
ブ
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
セ
ン

タ
ー
、
コ
ラ
ボ
産
学
官
、
ク

オ
ン
タ
ム
リ
ー
プ
、
法
政
大

学
大
学
院
中
小
企
業
研
究
所

が
後
援
し
た
。

（ ） 【特別企画】 ２０１４年 平成２６年 １月１４日 火曜日 　　


